
　

七
月
五
日
～
七
日
関
東
の

い
づ
も
さ
ん
夏
の
風
物
詩
で

も
あ
る
毎
年
恒
例
の
ほ
お
ず

き
市
朝
顔
市
が
本
年
も
開
催

さ
れ
る
。
新
暦
に
沿
っ
た
夏

の
お
盆
行
事
。
境
内
参
道
に

は
五
〇
〇
鉢
以
上
の
色
鮮
や

か
な
赤
や
緑
の
実
を
携
え
た

竹
か
ご
入
り
の
ほ
お
ず
き
で

飾
ら
れ
る
。
併
せ
て
瑞
々
し

い
花
を
咲
か
せ
る
朝
顔
も
夏

の
縁
日
の
景
色
を
飾
る
。
ほ

お
ず
き
の
実
は
明
々
と
灯
り

の
燈
っ
た
提
灯
飾
に
な
ぞ
ら

え
て
古
く
よ
り
祖
霊
を
お
迎

え
す
る
お
盆
の
花
と
し
て
重

宝
さ
れ
、
ご
家
庭
の
お
盆
の

先
祖
供
養
に
お
供
え
す
る
と

良
い
と
さ
れ
る
。
炎
天
下
の

時
期
で
は
あ
る
が
、
参
道
に

は
竹
で
作
っ
た
小
屋
に
涼
し

げ
な
ほ
お
ず
き
・
朝
顔
が
数

多
く
飾
ら
れ
、
丹
沢
マ
ル

シ
ェ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
飲
食
店
・
ク
ラ
フ
ト
販
売

や
、
手
相
占
い
等
約
三
〇
店

舗
出
店
予
定
。
ま
た
、
当
社

の
近
隣
の
南
秦
野
保
育
園
の

園
児
達
に
よ
る
神
話
塗
り
絵

の
奉
納
展
示
や
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
お
わ
ら
風
の
盆
、
八
丈

太
鼓
、
ダ
イ
コ
ク
舞
、
居
合

演
武
な
ど
の
伝
統
的
な
行
事

も
境
内
に
て
披
露
さ
れ
る
。

多
く
の
行
事
で
賑
う
夏
の
晴

れ
の
縁
日
に
、
奮
っ
て
お
越

し
頂
き
た
い
。

◆
ほ
お
ず
き
（
大
祓
の
縁
起

物
付
竹
か
ご
入
り
）　

一
五
〇
〇
円

◆
朝
顔
（
大
祓
の
縁
起
物
付

竹
か
ご
入
り
）

一
五
〇
〇
円

◆
切
花
ほ
お
ず
き

 

一
〇
〇
〇
円

※
イ
ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り

急
遽
変
更
も
ご
ざ
い
ま
す
。

（
尚
、
新
暦
お
盆
七
月
十
三
日

～
十
六
日
・
旧
暦
月
遅
れ
お
盆

八
月
十
三
日
～
十
六
日
と
も

に
祖
霊
社
に
て
お
盆
の
先
祖

供
養
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
）

　

出
雲
大
社
相
模
分
祠
「
千

年
の
杜
」
の
守
護
神
と
し

て
、
お
祀
り
さ
れ
る
「
龍
蛇

神
様
」
は
大
地
の
神
・
水
の

神
・
金
運
・
縁
結
び
の
御
利

益
の
あ
る
ダ
イ
コ
ク
様
の
お

仕
え
神
様
。「
千
年
の
杜
」

で
は
慶
長
十
四
年
よ
り
湧
水

す
る
「
ゆ
ず
り
の
水
」
が
溢

れ
、
夏
に
は
蛍
の
飛
び
交
う

幻
想
的
な
鎮
守
の
杜
で
あ

る
。
ま
た
、
環
境
省
指
定
の

全
国
名
水
百
選
に
も
選
定
さ

れ
る
こ
の
湧
水
を
取
り
に
多

く
の
お
水
と
り
の
人
々
で
賑

わ
う
。
ほ
お
ず
き
市
朝
顔
市

期
間
中
、
参
拝
者
に
は
巫
女

よ
り
福
引
券
の
贈
呈
と
併
せ

て
御
神
酒
あ
る
い
は
よ
く
冷

え
た
秦
野
名
水
の
授
与
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
ほ
お
ず
き

市
・
朝
顔
市
の
期
間
中
に
は
、

普
段
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
龍

蛇
神
の
社
を
開
扉
致
し
ま
し

て
、
神
殿
内
に
鎮
座
な
さ
れ

る
龍
蛇
神
様
を
直
接
拝
む
特

別
拝
観
が
開
催
さ
れ
る
。

　

古
く
よ
り
、
出
雲
の
地
で

は
旧
暦
十
月
十
日
に
全
国
の

神
々
が
参
集
し
、
縁
結
び
の

会
議
が
な
さ
れ
る
と
い
わ
れ

る
。
私
た
ち
が
十
月
を
神
無

月
と
呼
ぶ
所
以
で
も
あ
り
、

出
雲
地
方
で
は
神
在
月
・
大

忌
（
お
お
い
み
）
さ
ん
と
も

称
し
特
別
な
信
仰
が
あ
る
。

こ
の
神
々
が
集
う
出
雲
の
地

に
全
国
の
神
々
を
ご
案
内
先

導
す
る
神
様
が
龍
蛇
神
様
で

あ
る
。
縁
結
び
・
金
運
の
御

利
益
を
も
つ
龍
蛇
神
様
に
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
拝
頂
き

た
い
。

神
語
奉
書
の
奉

納
の
ご
案
内
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
六
月
～
八
月
上

旬
）

皆
様
の
願
い
事

を
込
め
て
謹
書

し
て
戴
い
た
神

語
奉
書
は
八
月

上
旬
の
出
雲
大

社
教
教
団
大
祭
（
島
根
県
）

に
お
い
て
、
大
国
主
大
神
様

の
大
御
前
に
て
ご
祈
念
し
奉

納
致
し
ま
す
。

幸さ
き

魂
み
た
ま

奇く
し

魂
み
た
ま

守
ま
も
り
た
ま
え給

幸
さ
き
は
え
た
ま
え給

「
幸
魂
」
と
は
、「
花
が
咲
く
」

「
布
を
切
り
裂
く
」「
物
が
割

き
分
か
れ
る
」
と
い
う
言
葉

の
よ
う
に
、
物
が
分
裂
し
、

増
加
繁
殖
し
て
栄
え
る
力
を

意
味
し
ま
す
。

「
奇
魂
」
と
は
、

「
櫛
」「
串
」
の
言

葉
の
よ
う
に
、「
櫛

で
乱
れ
た
頭
髪
を

解
い
て
整
え
る
」、

「
串
刺
し
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
を

統
一
す
る
」
と
い

う
よ
う
に
、
統
一

し
調
和
す
る
力
を

意
味
し
ま
す
。「
幸
魂
」
に

よ
っ
て
分
化
繁
殖
し
た
想
い

を
、「
奇
魂
」
に
よ
っ
て
統

一
調
和
し
て
一
層
発
展
さ
せ

て
ゆ
く
願
い
を
指
し
ま
す
。

※
一
枚
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円

の
お
気
持
ち
を
お
納
め
頂
い

て
お
り
ま
す
。

※
授
与
品
・
神
饌
（
す
る
め

昆
布
）

※
社
頭
に
て
ご
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
御
崇
敬
の
御
志
で
平
素
よ

り
大
神
様
へ
の
お
供
え
物
は
賄
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
神
饌
講
の
加
入
金
は
一
日
五
円

ず
つ
出
雲
大
社
（
島
根
県
）
並
び
に
当
分

祠
の
日
々
の
神
事
の
神
饌
代
と
し
て
活
用

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
一
日
に
は
出
雲
大
社
神
楽
殿
で
加

入
者
の
お
名
前
を
奏
上
し
て
家
内
安
全
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
講
員
証
（
期
限
一

年
）
が
授
与
さ
れ
、
出
雲
大
社
（
島
根
県
）

に
持
参
す
る
と
普
段
入
る
こ
と
の
出
来
な

い
御
本
殿
の
門
内
拝
礼
に
ご
案
内
し
て
戴

け
ま
す
。

● 

神
饌
講
加
入　

　
　

二
〇
〇
〇
円
（
五
円
×
三
六
五
日
分
）

　

一
八
二
五
円
＋
送
料

※
お
申
し
込
み
は
出
雲
大
社
相
模
分
祠
授
与
所
ま
で

む
す
ひ

む
す
ひ

関
東
の

　
い
づ
も
さ
ん
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令和元年６月号

ほ
お
ず
き
市
・
朝
顔
市
開
催

『
龍
蛇
神
の
社
』

特
別
拝
観

神
語
奉
書
奉
納
の
御
案
内

色鮮やかなほおずき・朝顔が参道に整然と並ぶ中、この日だけは
巫女達も緋袴ではなく浴衣を着て縁日のほおずき頒布をします。
境内では丹沢マルシェが開催され、30店舗近くの露店が出店
し、にぎやかな縁日を彩ります。地元飲食店ほか多数出店予定。

神
饌
講
の
ご
案
内

▼
　

七
月
五
日（
金
）・
龍
蛇
神

の
社
祝
祭（
十
五
時
～
）

▼
　

六
日（
土
）・
秦
野
観
光
和

太
鼓（
十
時
半
～
）・
無
双
直

伝
英
信
流
居
合
演
武（
十
一

時
半
～
）・
花
笠
踊
り
大
黒

舞（
十
三
時
～
）・
八
丈
太

鼓
は
な
み
ず
き（
十
四
時

～
）・
大
祓
神
事
茅
の
輪
く

ぐ
り（
十
五
時
～
）・
フ
ラ
ダ

ン
ス（
十
六
時
～
）お
わ
ら

風
の
盆（
十
七
時
～
）▼
　

七
日

（
日
）・
丹
沢
マ
ル
シ
ェ
プ
レ

ゼ
ン
ツ
音
楽
フ
ェ
ス（
バ
イ
オ

リ
ン
等
予
定
）

※
土
日
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
あ
り

【 ほおずき市の期間中 】
お楽しみガラガラ抽選籤を開催（はずれなし）!!
本誌持参で一人一回まで参加できます。
龍蛇神の社をご参拝の方にも配布しております。

【 丹沢マルシェ 】
地元の飲食店多数出店。秦野のいいところを見つけて下さい。

▶無双直伝英信流居合演武
刀法・演武・太刀打之位

▶秦野観光和太鼓

▶海老名おわら風の盆　奉納

▶艶やかなフラダンス

ほ
お
ず
き
市
・
期
間
限
定

ほ
お
ず
き
御
朱
印
授
与

　

普
段
は
御
朱
印
に
勾
玉

の
判
子
を
押
し
ま
す
が
、

ほ
お
ず
き
市
期
間
よ
り
八

月
末
迄
、
ほ
お
ず
き
の
実
に

か
わ
り
ま
す
。

ほ
お
ず
き
市
イ
ベ
ン
ト
一
覧

夏
の
行
事
の
ご
案
内

一
、月
次
祭

毎
月
一
日
午
前
十
時
三
〇
分

斎
行
※
事
前
予
約
不
要
・
無
料

月
始
め
に
あ
た
り
一
か
月
の

国
家
安
泰
・
地
域
の
安
全
・

家
内
安
全
・
日
々
の
暮
ら
し

の
安
全
等
を
祈
願
す
る
神
事

で
す
。
出
雲
神
楽
に
よ
る
巫

女
舞
を
奉
納
す
る
こ
の
月
次

祭
に
は
ど
な
た
で
も
ご
参
列

頂
く
事
が
で
き
ま
す
。
月
次

祭
に
併
せ
て
縁
結
び
・
家
内

安
全
・
交
通
安
全
・
厄
除
け

等
、各
種
ご
祈
願
承
り
ま
す
。

一
、祖
霊
社
み
た
ま
ま
つ
り

毎
月
第
一
日
曜
十
五
時
斎
行

事
前
予
約
不
要
・
無
料

分
祠
の
祖
霊
社
に
て
毎
月
行

わ
れ
る
祖
先
の
御
霊
を
慰
霊

す
る
合
同
の
祖
霊
祭
で
す
。

大
国
主
大
神
様
は
幽
世
の
世

界
を
主
宰
す
る
神
様
で
も
あ

り
ま
す
。
御
家
の
ご
先
祖
様

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
※
ど
な
た
で
も
ご

参
列
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、夏
越
の
大
祓

―
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
―

（
詳
細
四
面
）

六
月

二
十
三
日
（
日
）
午
後
三
時

二
十
九
日
（
土
）
午
後
三
時

三
十
日
（
日
）
午
後
六
時

七
月
七
日
（
日
）
午
後
四
時

一
、ほ
お
ず
き
市
朝
顔
市

境
内
参
道
に
て

七
月
五
日
（
金
）

十
時
～
十
八
時

六
日
（
土
）
十
時
～
十
八
時

七
日
（
日
）
十
時
～
十
八
時

※
丹
沢
マ
ル
シ
ェ
の
飲
食
店

は
六
日
（
土
）
七
日
（
日
）

の
出
店
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

秦
野
駅
よ
り
無
料
バ
ス
運
行

参拝者専用無料バス時刻表

7/6（土）7（日）40分間で運行：25名乗り

出雲大社
相模分祠
（参道停留所）

発秦野駅
南　口 発

時

30 11 5010
10 50 10 30

10 50 12 30
30 13 5010

30 9 50

30 15 5010

30 17 5010
10 16 30

10 50 14 30

（１）令和元年　６月号 関東のいづもさん　む す ひ 第 5 号



本
年
五
月
一日
、天
皇
陛
下
の
御
譲
位
に
伴
い
、新
元
号「
令
和
」

に
改
元
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
お
祝
い
し
益
々
の
弥
栄
を
御
祈
念
申

し
上
げ
、奉
祝
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

令
和
の

開
運
さ
く
ら
茶

令
和
の
永
代
供
養
墓

の
新
設
事
業

大
花
見
会

復
興
祈
願
祭

第
一
回 

秦
野
元
気
ま
つ
り
開
催

奉
祝【
令
和
】記
念
事
業

　

通
常
神
社
神
道
で
は
、
一

般
的
に
神
社
で
は
上
位
の
右

方
が
綯
い
始
め
で
、
左
方
を

綯
い
終
り
と
す
る
張
り
方
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
出
雲
大

社
で
は
古
来
、
他
の
神
社
と

は
反
対
に
、
向
か
っ
て
左
方

を
上
位
、
右
方
を
下
位
と
す

る
習
わ
し
が
あ
り
、
よ
っ
て

注
連
縄
を
張
る
際
に
は
上
位

で
あ
る
左
方
が
綯
い
始
め

で
、
右
方
を
綯
い
終
り
と
す

る
張
り
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
社
で
も
小
さ
い
な
が

ら
も
宗
祠
出
雲
大
社
に
倣
っ

た
形
で
出
雲
の
し
め
縄
を
か

け
て
お
り
、
本
年
九
月
頃
の

掛
替
を
予
定
し
、
青
々
し
い

新
た
な
し
め
縄
を
も
っ
て
新

元
号
を
お
祝
い
し
新
年
を
お

迎
え
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

新
元
号
を
記
念
し
て
、
新

た
に
秦
野
名
産
の
桜
を
利

用
し
た
開
運
さ
く
ら
茶
の

製
作
を
開
始
。

　
「
令
和
」
に
は
「
人
々
が

美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中

で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
」
と
の
発
表
が
さ
れ

た
。
日
本
最
古
の
和
歌
集

で
あ
る
万
葉
集
「
梅
花
謌

卅
二
首
并
序
」
が
出
典
で
、

「
初
春
の
令
月
に
し
て
気
淑

く
風
和
ら
ぎ 

梅
は
鏡
前
の

粉
を
披
き 

蘭
は
珮
後
の
香

を
薫
ら
す
」
と
い
う
言
葉
に

由
来
さ
れ
、
美
し
く
花
が
咲

き
女
性
的
な
印
象
を
受
け
る
。

　

さ
く
ら
茶
と
は
、
梅
酢
と

塩
で
漬
け
た
桜
の
花
に
お

湯
を
注
い
だ
飲
み
物
で
あ

り
、
味
だ
け
で
な
く
見
た
目

も
楽
し
め
る
。
お
湯
の
中
で

花
び
ら
が
開
い
て
い
く
様

は
、
縁
起
よ
く
結
納
や
出
産

等
の
慶
事
に
重
宝
さ
れ
る
。

　

当
分
祠
の
鎮
座
す
る
秦

野
は
全
国
的
に
も
有
数
の

食
用
桜
の
生
産
地
。
毎
年

春
に
は
当
分
祠
の
有
志
信

徒
の
協
力
で
秦
野
の
里
山

に
て
丁
寧
に
桜
を
採
取
し

塩
漬
け
に
し
て
利
用
す
る
。

現
在
、
秦
野
名
産
の
桜
を
用

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
金
平
糖
を

製
作
し
特
別
授
与
品
と
し
て

頒
布
し
て
い
る
。

　

平
成
三
十
年
七
月
、
秦
野

市
渋
沢
丘
陵
に
新
た
に
竣
工

し
た
湘
南
森
林
霊
園
。
県
西

最
大
級
の
広
さ
と
な
り
お
よ

そ
東
京
ド
ー
ム
十
個
分
約

二
十
万
㎡
の
敷
地
と
な
る
。

従
来
の
墓
石
が
建
ち
並
ぶ
霊

園
で
は
な
く
、
秦
野
の
自
然

や
里
山
の
環
境
に
な
じ
む
樹

林
帯
を
多
く
配
置
し
た
森
林

墓
地
と
な
る
。
墓
域
の
八
割

は
樹
木
や
自
然
芝
の
緑
溢
れ

る
エ
リ
ア
と
な
り
、
公
益

財
団
法
人
相
模
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
が
事
業
主
体
で
あ
る
。

　

現
在
そ
の
中
に
当
分
祠

専
用
の
神
道
型
永
代
供
養

墓
の
造
成
を
進
め
て
い
る
。

三
十
六
㎡
と
な
る
当
分
祠
の

永
代
供
養
墓
は
自
然
石
の
墓

石
と
芝
生
の
斎
場
を
備
え
た

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
。
本

年
秋
の
お
彼
岸
迄
に
完
成
予
定
。

　

現
在
、
当
分
祠
に
は
祖
霊
社

に
納
骨
堂
が
あ
る
が
、
最
終
的

に
は
秦
野
の
里
山
に
還
る
べ
く

新
た
な
祖
霊
祭
祀
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。
今
後
、
詳
細
の
運

用
規
則
を
定
め
、
積
極
的
に
永

代
供
養
を
受
け
入
れ
す
べ
く
鋭

意
計
画
中
で
あ
る
。

※
令
和
元
年
竣
工
予
定
。

　

秦
野
を
元
気
づ
け
よ
う
！

と
の
思
い
か
ら
神
奈
川
県

秦
野
市
を
中
心
に
活
動
を
す

る
飲
食
店
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
集
団
、
丹
沢
マ
ル
シ
ェ
が

企
画
運
営
し
て
《
第
一
回
秦

野
元
気
ま
つ
り
》
が
四
月
七

日
に
当
分
祠
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
秦
野
市
役

所
、秦
野
市
商
店
会
連
合
会
、

秦
野
市
西
商
店
会
連
合
会
、
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秦
野
伊
勢
原
局
、
出

雲
大
社
相
模
分
祠
、
丹
沢
マ

ル
シ
ェ
の
六
団
体
で
実
行
委

員
会
を
作
り
、
約
四
〇
店
舗

の
飲
食
店
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
参
加
す
る
県
西
地
区
で
も

初
と
な
る
で
あ
ろ
う
大
規
模

な
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

で
、
県
内
外
か
ら
洗
練
さ
れ

た
十
一
チ
ー
ム
三
〇
〇
人
が

参
加
し
華
や
か
に
賑
々
し
く

奉
納
演
舞
を
披
露
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

は
、
高
知
県
の
「
よ
さ
こ
い

祭
り
」
を
ル
ー
ツ
に
平
成
四

年
、
よ
さ
こ
い
祭
り
の
「
鳴

子
」と
北
海
道
の
民
謡「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て

誕
生
。
色
と
り
ど
り
の
衣
装

を
身
に
ま
と
い
、
鳴
子
を
手

に
し
た
踊
子
達
が
、
ソ
ー
ラ

ン
節
の
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ

て
演
舞
す
る
。

　

参
加
チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
演
舞
が
魅

力
で
当
日
は
午
前
午
後
休
み

な
く
奉
納
演
舞
が
続
け
ら

れ
、
約
二
千
人
近
い
来
場
客

を
魅
了
し
た
。
当
日
の
様
子

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
放

送
さ
れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

も
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　

幅
広
い
文
化
交
流
を
通
じ

て
日
本
の
伝
統
に
触
れ
合
い

秦
野
の
よ
さ
を
広
め
て
い
き

た
い
。
来
年
以
降
も
益
々
力

を
入
れ
て
続
け
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
必
見
注
目
の
行
事

で
あ
る
。

【
秦
野
元
気
祭
の
参
加
団
体
】
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乱
舞
「
翔
」・
横

浜
旗
士
道
・
伊
澤
屋
・
猿
子

舞
隊
猿
楽
・
舞
陣
・
聯
・
聯

坊
童
子
・
東
海
大
学 

響
・

ど
～
ん
とCoco de 

踊
ら
ん

会
・
躍
動

　

四
月
一
日
午
後
六
時
よ
り

本
年
で
七
回
目
と
な
る
出
雲

大
社
相
模
分
祠
恒
例
の
大
花

見
会
が
斎
行
さ
れ
た
。
当
日

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
あ
る

が
隣
接
出
雲
記
念
館
に
て
開

催
。
平
成
二
十
三
年
の
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
花
見
会
を
開
催

し
、
そ
の
収
益
を
宮
城
県
名

取
市
に
あ
る
閖
上
（
ゆ
り
あ

げ
）
地
区
湊
（
み
な
と
）
神

社
の
復
興
支
援
と
し
て
寄
付

し
て
い
る
。
大
花
見
会
に
先

だ
っ
て
十
七
時
三
十
分
よ

り
、
御
社
殿
に
て
草
山
清
和

分
祠
長
斎
主
の
下
、
東
日
本

復
興
祈
願
祭
を
斎
行
し
た
。

　

花
見
客
共
々
に
心
一
つ

に
、
一
日
も
早
い
被
災
地
域

の
復
興
を
お
祈
り
し
た
。

【
平
成
三
十
一
年 

協
賛
】

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

美
容
室 

レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
・

（株）
イ
ズ
ミ

物
産
・

（株）
斉
藤
衣
裳
店
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

宙
・

（株）
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
・
和
菓

子 

八
雲
庵
・
杜
の
と
う
ふ
工
房 

三

河
屋
・

（有）
北
京
館
・

（有）
村
山
藤
吉
商

店
・

（有）
や
な
ぎ
家
・

（有）
小
野
印
刷
工

業
・

（株）
ア
ン
ダ
ン
テ
・
手
打
ち
そ
ば 

石
庄
庵
・
社
会
福
祉
法
人 

進
和
会 

南
秦
野
保
育
園
・

（株）
吉
央
（
き
ち
お

う
） 

す
ぴ
な
っ
つ
お
ら
・
ケ
ー
エ
ル

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

秦
野
渋
沢
店
・
西
湘
イ
ベ
ン
ト
商
業

協
同
組
合
・
笠
原 

良
夫 

照
子
・
は

だ
の
南
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
崇

敬
会
の
皆
様
・
野
口
さ
ん
（
名
古
木
）

謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
元
を
記
念
し
て
当
分

祠
の
大
し
め
縄
の
掛
け
替

え
を
六
年
ぶ
り
に
実
施
す

る
。
製
作
は
出
雲
大
社
神
楽

殿
（
島
根
）
に
あ
る
日
本

最
大
級
の
大
し
め
縄
の
制

作
で
有
名
な
大
し
め
な
わ

創
作
館
（
島
根
県
飯
南
町
）

で
現
在
制
作
中
で
あ
る
。

　

飯
南
町
で
は
、
昭
和
三
十

年
代
か
ら
、
お
よ
そ
六
年
ご

と
に
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大

し
め
縄
の
制
作
が
行
わ
れ
、

特
殊
な
し
め
縄
づ
く
り
の
技

術
と
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
巨
大
さ
か
ら
材

料
の
稲
穂
も
特
大
し
め
縄
製

作
専
用
の
特
別
な
赤
穂
が
栽

培
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

【 出雲大社神楽殿（島根）のしめ縄 】
平成30年７月に製作した出雲大社神楽殿（島根県）の「大しめ縄」。の大きさは
日本最大級で全長13.5メートル、重量4.5トンに及びます。一年以上の歳月と延
べ千人の飯南町町民の手によって作られています。

令
和
の
大
し
め
縄
の

掛
け
替
え
事
業

（２）令和元年　６月号 関東のいづもさん　む す ひ 第 5 号



　

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
経

て
、
日
本
が
近
代
国
家
へ
と

成
熟
す
る
中
、
当
時
の
日
本

社
会
は
鎖
国
が
解
か
れ
欧
米

よ
り
様
々
な
文
化
風
習
が
入

り
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
入

り
乱
れ
る
明
治
激
動
の
変
革

期
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、
古

典
で
も
あ
っ
た
古
事
記
・
万

葉
集
等
を
研
究
す
る
こ
と

で
、
古
代
日
本
の
思
想
・
文

化
か
ら
日
本
人
の
心
の
在
り

方
を
示
し
た
明
治
の
神
道
家

に
焦
点
を
あ
て
て
、
知
ら
れ

ざ
る
活
躍
に
今
一
度
注
目
致

し
た
く
、
明
治
維
新
一
五
〇

年
の
こ
の
機
会
に
当
世
の
神

奈
川
の
神
道
人
に
つ
い
て
論

説
し
た
い
。

　　

国
学
の
四
大
人
と
も
数
え

ら
れ
る
平
田
篤
胤
【
ひ
ら
た

あ
つ
た
ね
】
は
、
天
地
開
闢

論
、
産
霊
観
念
、
幽
冥
信
仰

な
ど
独
創
的
な
解
釈
か
ら
、

平
田
神
道
と
も
い
わ
れ
る
独

自
の
神
学
体
系
を
作
り
あ
げ

た
。
の
ち
に
平
田
学
派
は
地

方
の
豪
農
層
・
神
官
ら
に
広

ま
り
、
民
衆
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。

　

は
じ
め
に
平
田
篤
胤
の
没

後
門
人
で
も
あ
る
福
住
正
兄

【
ふ
く
ず
み
ま
さ
え
】（
平
塚

出
身
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

草
山
貞
胤
【
く
さ
や
ま
さ

だ
た
ね
】
は
、
生
涯
を
通
し

て
同
郷
の
福
住
正
兄
を
師
で

あ
り
、
兄
と
し
て
仰
い
だ
。

　

正
兄
は
二
宮
尊
徳
（
小
田

原
出
身
）
の
弟
子
で
、
富
田

高
慶
、
斎
藤
高
行
、
岡
田
良

一
郎
と
と
も
に
「
尊
徳
門
下

の
四
高
弟
」
の
ひ
と
り
と
い

わ
れ
た
。
神
奈
川
県
平
塚
市

片
岡
に
て
大
澤
家
の
五
男
と

し
て
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
儒
学
、
和
歌
、
国
学
を

修
め
十
三
歳
で
四
書
五
経

の
素
読
を
完
了
し
た
と
い

う
。
二
十
一
歳
の
と
き
医
師

を
志
す
が
、
そ
の
気
持
ち
を

父
・
市
左
衛
門
に
告
げ
た
と

こ
ろ
「
国
の
病
を
治
す
医
者

と
な
る
が
よ
い
、
そ
の
た
め

に
は
尊
徳
先
生
の
も
と
で

実
地
に
修
行
し
た
ら
ど
う

か
」
と
す
す
め
ら
れ
て
、
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
尊
徳

門
下
生
に
な
っ
た
。
以
後
五

年
に
わ
た
り
尊
徳
の
身
辺
の

世
話
を
し
な
が
ら
「
報
徳
仕

法
」
を
学
ん
だ
。
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
そ
の
門
を
辞

し
、
家
運
が
傾
い
て
い
た
箱

根
湯
本
の
旅
館
・
福
住
の
婿

養
子
と
な
り
、
九
蔵
（
福
住

正
兄
）
と
改
名
し
こ
こ
で
師

尊
徳
の
教
え
を
実
践
す
べ
く

旅
館
の
再
建
に
乗
り
出
す
。

尊
徳
の
思
想
の
柱
は
、「
誠

実
勤
勉
に
働
い
て
収
入
を
増

や
し
（
至
誠
、
勤
労
）、
収

入
に
応
じ
て
支
出
に
限
度
を

設
け
（
分
度
）、
余
裕
を
生

み
だ
し
、
そ
の
蓄
え
た
余
裕

を
次
世
代
や
地
域
の
た
め
に

譲
っ
て
い
く
（
推
譲
）」
と

い
う
も
の
で
、
既
存
の
国
学

の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
道
徳

と
経
済
観
念
を
そ
な
え
た
実

践
的
な
教
え
で
あ
っ
た
。
福

住
は
報
徳
の
実
践
を
も
っ
て

箱
根
の
温
泉
旅
館
の
発
展
に

努
め
、
湯
本
村
の
振
興
に
尽

力
し
た
。
明
治
維
新
後
、
福

住
は
箱
根
の
地
域
振
興
の
た

め
土
木
事
業
な
ど
の
公
共
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

小
田
原
～
箱
根
湯
本
間
に
近

代
的
な
道
路
を
設
置
し
、
馬

車
、
人
力
車
の
往
来
が
可
能

な
日
本
初
と
な
る
有
料
道
路

を
竣
工
し
た
。
ま
た
、
明
治

二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
は
、

国
府
津
～
箱
根
湯
本
間
の
馬

車
鉄
道
の
敷
設
、
さ
ら
に
電

信
機
や
電
灯
発
電
の
導
入
に

も
尽
力
し
た
。
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
に
は
関
東

地
方
最
初
の
水
力
発
電
所
が

完
成
し
、
文
明
の
灯
を
旅
館

街
に
灯
し
た
。
福
住
の
こ
う

し
た
努
力
に
よ
っ
て
、
全
国

屈
指
の
観
光
地
と
な
る
箱
根

の
礎
を
築
い
た
と
い
え
る
。

「
箱
根
開
発
の
父
」「
箱
根
近

代
化
の
父
」
と
も
い
う
べ
き

功
績
で
、
報
徳
の
教
え
の
実

践
を
も
っ
て
箱
根
開
発
と
と

も
に
生
き
た
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

福
住
正
兄
の
遺
訓
を
継
い

だ
の
が
農
政
家
神
道
家
、
草

山
貞
胤
（
秦
野
出
身
）
で
あ

る
。
貞
胤
は
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
に
相
模
国
大

住
郡
平
沢
村
（
現
・
秦
野
市

平
沢
）
に
出
生
し
た
。
草
山

家
は
、
鎌
倉
時
代
よ
り
代
々

産
土
の
御
嶽
蔵
王
社
【
み

た
け
ざ
お
う
し
ゃ
】（
現
在

の
御
嶽
神
社
【
み
た
け
じ

ん
じ
ゃ
】）
の
社
家
で
あ
っ

た
。
当
時
、
近
隣
の
寺
子
屋

で
も
あ
り
、
幼
少
の
頃
か
ら

父
に
習
っ
て
習
字
や
素
読
を

学
ん
だ
。
後
に
、
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
に
小
田
原

藩
士
・
吉
岡
信
之
に
国
学

を
学
ぶ
た
め
に
小
田
原
へ

赴
き
、
さ
ら
に
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
貞
胤
五
十
歳

の
頃
に
二
宮
尊
徳
の
一
番
弟

子
で
あ
る
福
住
に
報
徳
仕
法

を
学
ん
で
い
る
。

　

貞
胤
は
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）、
三
十
六
歳
の

時
に
神
祇
伯
白
川
殿
よ
り
跡

目
許
状
を
受
け
御
嶽
神
社
の

祠
職
を
継
ぎ
、
十
九
社
の
神

社
を
兼
務
し
た
と
い
う
。
そ

の
中
に
片
岡
神
社
（
平
塚
）

が
あ
っ
た
。
正
兄
が
片
岡
神

社
の
氏
子
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
縁
故
を
得
て
、
貞
胤
は
正

兄
か
ら
そ
の
教
え
を
学
び
、

最
も
信
頼
の
厚
い
門
下
生
の

一
人
と
な
っ
た
。

　

秦
野
は
、
古
く
か
ら
「
は

だ
の
煙
草
」「
相
模
た
ば
こ
」

の
産
地
と
し
て
名
を
は
せ
て

い
た
が
、
当
時
は
耕
作
主
た

ち
が
各
々
栽
培
法
を
秘
伝
に

し
て
い
た
為
、
品
質
に
差
異

が
生
じ
て
い
た
。
貞
胤
は
神

職
の
傍
ら
そ
の
格
差
を
な
く

す
為
、
秦
野
煙
草
の
改
良

に
専
念
し
、
自
ら
正
条
密
植

法
・
秦
野
式
改
良
苗
床
・
水

車
に
よ
る
た
ば
こ
刻
み
器
の

発
明
な
ど
を
研
究
、
そ
の
成

果
を
耕
作
主
に
伝
授
し
て
品

質
の
安
定
を
図
り
、
秦
野
煙

草
を
確
立
さ
せ
、「
秦
野
煙

草
の
祖
」
と
謳
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

明
治
五
年
頃
に
な
る
と
秦

野
た
ば
こ
は
鹿
児
島
県
国
分

の
国
分
葉
、
茨
城
県
久
慈
の

水
府
葉
と
肩
を
並
べ
全
国
三

大
銘
葉
と
も
知
れ
渡
り
、「
国

分
（
鹿
児
島
県
）
た
ば
こ
は

気
候
で
、
水
府
（
茨
城
県
）

た
ば
こ
は
土
壌
で
、
秦
野
た

ば
こ
は
技
術
で
も
つ
」
と
し

て
全
国
の
愛
煙
家
に
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　

秦
野
地
方
は
宝
永
年
間
の

富
士
山
の
大
噴
火
に
よ
り
蓄

積
し
た
火
山
灰
の
影
響
で
、

稲
作
や
農
作
に
適
さ
な
い
荒

れ
た
土
壌
に
も
拘
ら
ず
、
耕

作
者
が
一
丸
と
な
り
煙
草
栽

培
・
製
作
の
為
、
努
力
と
改

良
を
重
ね
、
全
国
に
認
め
ら

れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

高
い
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ

た
そ
の
栽
培
方
法
は
全
国
的

に
も
広
ま
り
、
貞
胤
は
じ
め

そ
の
門
下
生
が
埼
玉
、愛
知
、

東
は
福
島
か
ら
西
は
島
根
ま

で
諸
県
を
ま
わ
っ
て
秦
野
式

煙
草
栽
培
法
を
指
導
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
い
ち
早
く
環
境
問

題
に
着
目
し
、
各
地
で
植
樹

活
動
な
ど
を
行
っ
た
と
さ
れ

る
。
当
時
、
商
品
作
物
と
し

て
の
煙
草
の
価
値
は
非
常
に

高
く
、
国
家
管
理
の
も
と
専

売
公
社
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ

莫
大
な
富
を
生
み
出
し
た
と

い
う
。
貞
胤
は
煙
草
が
ま

だ
自
由
市
場
で
あ
っ
た
時
に

様
々
な
改
革
を
考
案
し
、
煙

草
生
産
全
体
に
わ
た
っ
て
先

駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と

言
え
る
。
明
治
十
五
年
に
は

全
国
農
談
会
に
て
農
業
技
術

の
改
良
発
展
を
図
る
全
国
組

織
「
大
日
本
農
会
」
が
発
足

さ
れ
、
貞
胤
は
大
日
本
集
談

会
員
を
委
託
さ
れ
た
。
こ
の

当
時
か
ら
の
ち
に
内
務
大
臣

に
な
る
品
川
弥
二
郎
な
ど
の

農
商
務
省
官
吏
と
も
関
わ
り

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
時
、
元
老
員
で

出
雲
大
社
教
管
長
で
も
あ
る

千
家
尊
福
と
の
縁
を
得
た
貞

胤
は
、
出
雲
大
社
教
の
教
え

を
受
け
、明
治
二
十
一
年「
出

雲
大
社
相
模
分
院
」
を
創
立

し
た
。

　

正
兄
か
ら
報
徳
の
教
え
を

学
ん
で
い
た
貞
胤
に
と
っ

て
、
祖
先
を
大
切
に
す
る
報

徳
の
教
え
と
、
尊
福
の
幽
冥

信
仰
を
提
唱
す
る
大
社
教
の

教
え
と
は
究
め
て
親
和
性
が

高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
二
十
四
年
、
貞
胤
は

正
兄
と
と
も
に
尊
徳
を
祀
る

神
社
の
創
建
に
乗
り
出
し
た
。

当
時
の
国
家
神
道
の
体
制
で

は
個
人
が
没
後
に
人
霊
と
し

て
神
社
で
奉
ら
れ
る
と
い
う

思
想
は
必
ず
し
も
一
般
的
な

も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
節
義
を
重
ん
じ
る

教
え
を
説
い
た
尊
徳
の
よ
う

な
人
物
を
祀
る
神
社
の
創
建

は
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

貞
胤
は
煙
草
開
発
な
ど
で
得

た
私
財
を
投
じ
な
が
ら
各
報

徳
社
の
協
力
を
仰
ぎ
神
社
建

設
に
向
け
て
奔
走
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
明
治
二
十
七

年
、
小
田
原
城
内
に
報
徳
二

宮
神
社
を
創
建
、
志
な
か
ば

で
帰
幽
し
た
中
心
人
物
の
福

住
正
兄
の
遺
言
に
従
い
、
貞

胤
は
報
徳
二
宮
神
社
初
代
社

掌
に
就
任
し
た
。

　

貞
胤
の
倹
素
質
直
の
人
柄

は
人
々
の
敬
仰
す
る
所
と
な

り
、
後
年
、
大
日
本
農
会
会

頭
小
松
宮
彰
仁
親
王
よ
り
緑

白
綬
有
功
章
・
明
治
天
皇
裁

可
の
も
と
賞
勲
局
よ
り
緑
綬

褒
章
を
下
賜
さ
れ
た
。
晩
年

に
わ
た
り
生
涯
報
徳
の
教
え

を
忠
実
に
実
践
し
て
い
た

が
、
明
治
三
十
八
年
八
十
三

歳
に
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

現
在
、
秦
野
地
方
の
煙
草

栽
培
は
衰
退
し
、
国
策
に
よ

り
昭
和
五
十
九
年
を
も
っ
て

煙
草
耕
作
は
や
む
な
く
終
焉

を
迎
え
た
。
秦
野
の
里
山
を

う
め
つ
く
し
た
煙
草
畑
も
消

え
、
秦
野
た
ば
こ
は
技
術
で

も
っ
た
と
の
誇
り
、
そ
の
想

い
は
毎
年
秋
に
市
民
を
あ
げ

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
「
秦

野
た
ば
こ
祭
り
」
に
そ
の
名

を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。

　

幕
末
明
治
と
い
う
激
動
の

時
代
を
勤
勉
な
人
柄
を
も
っ

て
生
き
、
報
徳
の
教
え
、
大

社
教
の
教
え
を
も
っ
て
農
政

改
革
を
実
践
し
、
社
会
に
貢

献
し
続
け
た
貞
胤
の
生
き
方

は
高
く
評
価
さ
れ
、
福
住
正

兄
と
と
も
に
神
奈
川
県
史
上

活
躍
し
た
「
か
な
が
わ
の

一
０
０
人
」
に
も
選
ば
れ
て

い
る
。
生
家
で
あ
る
秦
野
の

故
郷
に
は
、
今
も
変
わ
ら
ず

御
嶽
神
社
、
出
雲
大
社
相
模

分
祠
が
祀
ら
れ
、
そ
の
教
え

を
実
践
し
信
仰
を
絶
や
す
こ

と
は
な
い
。

※
本
論
考
は
『
神
社
新
報
』

（
平
成
三
十
年
十
一
月
発
行
）

に
寄
稿
し
た
も
の
を
加
筆
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
嶽
神
社
禰
宜

出
雲
大
社
相
模
分
祠
副
長

草
山
和
泉

草 山 貞 胤
〜  明 治 維 新 一 五 〇 年  明 治 神 道 人 の 足 跡  〜

▼
出
雲
大
社
相
模
分
祠
境
内
に
建
つ

「
社
家
十
五
代
　
草
山
貞
胤
翁
銅
像
」

kusayama
shadatane

明
治
時
代
の
神
道

福
住
正
兄
を
仰
ぐ

秦
野
た
ば
こ
の
祖

報
徳
二
宮
神
社
の
創
建

（３）令和元年　６月号 関東のいづもさん　む す ひ 第 5 号



夏
越
の
大
祓
の
ご
案
内

～
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
～

　

六
月
の
晦
日
、
恒
例
の
夏
越
の
大
祓
（
お
お
は
ら
え
）
並

び
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
を
斎
行
致
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

六
月	
七
月

二
十
三
日
（
日
）  

午
後
三
時	

七
日
（
日
）　

午
後
四
時

二
十
九
日
（
土
）  

午
後
三
時

三
十
日
（
日
）     

午
後
六
時

◆ 

玉
串
料　

茅
の
輪
飾
り 

三
〇
〇
〇
円
（
一
世
帯
）

　
　
　
　
◆ 

授
与
品　

茅
の
輪
飾
り
・
御
神
菓 

　

古
来
我
々
の
先
祖
は
、
毎
年
半
年
ご
と
に
「
大
祓
」
に
よ
っ

て
心
身
を
清
浄
に
し
、
新
し
い
半
年
の
幸
せ
を
祈
願
し
ま
し

た
。
こ
の
祭
儀
に
先
立
ち
「
人
形
・
車
形
」
を
お
届
け
致
し

ま
す
の
で
ご
家
族
の
お
身
体
・
お
車
を
お
清
め
に
な
っ
た
後
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
い
た
だ
く
か
、
大
祓
当
日

に
ご
持
参
下
さ
い
。
新
し
い
一
年
の
一
層
の
「
幸
せ
」
の
ご

縁
を
お
授
か
り
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

出
雲
大
社
相
模
分
祠
長　

草
山
清
和

夏
越
の
大
祓
と
は

な
ん
で
茅
の
輪
を

く
ぐ
る
の
？

詣
の
ご
案
内

人
形
・
車
形
の
使
い
方

◆授与所にて頒布
　【1000円】

▶︎七五三写真展

　

大
祓
神
事
の
歴
史
は
古

く
、
も
っ
と
も
古
い
神
道
儀

礼
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

大
祓
神
事
の
際
に
奏
上
さ
れ

る
大
祓
詞
（
中
臣
祓
）
は
平

安
時
代
の
法
律
書「
延
喜
式
」

（
九
二
七
年
）
に
記
載
さ
れ
、

古
代
豪
族
の
中
臣
氏
が
司
る

宮
中
行
事
で
も
あ
り
ま
し

た
。
人
が
生
き
る
上
で
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た

罪
や
穢
れ
を
取
り
除
き
、
災

厄
を
避
け
心
身
を
清
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
神

事
で
す
。毎
年
六
月
の
晦
日
、

十
二
月
の
晦
日
の
年
二
回
行

い
、
半
年
ご
と
の
罪
穢
れ
を

お
祓
い
し
ま
す
。わ
け
て
も
、

江
戸
時
代
以
降
は
こ
の
六
月

の
夏
越
の
大
祓
に
は
茅
の
輪

く
ぐ
り
の
神
事
を
斎
行
し
、

広
く
江
戸
の
庶
民
に
広
ま
っ

た
と
さ
れ
、
日
本
中
の
神
社

で
斎
行
さ
れ
る
伝
統
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
分
祠
で
も
毎
年
欠
か
さ

ず
斎
行
す
る
恒
例
行
事
で
あ

り
、
大
き
な
茅
の
輪
く
ぐ
り

を
製
作
し
て
お
り
ま
す
。
初

夏
に
奉
仕
会
の
有
志
が
秦
野

盆
地
の
山
に
赴
き
茅
を
切
り

出
し
、
そ
れ
を
シ
ュ
ロ
紐
で

結
び
つ
け
人
が
く
ぐ
れ
る
ほ

ど
の
大
き
な
茅
の
輪
を
製
作

し
ま
す
。
こ
れ
が
大
変
難
し

く
茅
の
具
合
や
締
め
付
け
る

強
さ
な
ど
細
心
の
注
意
を
は

ら
う
必
要
が
あ
り
、
均
一
な

太
さ
に
編
み
込
む
に
は
熟
練

の
手
技
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

《
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
作
法
》

　

大
祓
の
際
、
茅
の
輪
を
く

ぐ
る
時
、
必
ず
左
右
左
と
三

周
廻
り
、
古
式
豊
か
な
抑
揚

で
和
歌
を
唱
え
る
こ
と
が
作

法
と
さ
れ
ま
す
。

「
み
な
月
の
夏
越
の
祓
え
す
る

人
は
ち
と
せ
の
命
の
ぶ
と
い

ふ
な
り
」
一
周
目

「
思
ふ
事
み
な
つ
き
ぬ
と
て
あ

さ
の
葉
を
き
り
に
き
り
て
も

は
ら
ひ
つ
る
か
な
」
二
周
目

「
宮
川
の　

清
き
流
れ
に　

禊

せ
ば　

祈
れ
る
こ
と
の　

叶

は
ぬ
は
な
し
」
三
周
目

　

夏
越
の
大
祓
神
事
に
は
例

年
百
人
以
上
も
の
参
詣
者
で

賑
い
、
和
歌
を
歌
い
な
が
ら

行
列
を
組
ん
で
茅
の
輪
を
三

周
廻
り
ま
す
。
茅
の
輪
く
ぐ

り
の
神
事
を
終
え
る
と
、
社

殿
に
昇
殿
し
改
め
て
大
祓
詞

を
神
職
の
先
導
の
下
、
参
拝

者
全
員
で
唱
和
し
ま
す
。
初

め
て
の
人
で
も
一
度
練
習
し

て
か
ら
皆
様
ご
唱
和
頂
く

の
で
安
心
し
て
参
加
頂
け
ま

す
。
年
々
参
加
者
も
増
え
、

日
数
回
数
を
増
や
し
て
大
祓

の
神
事
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
多
い
と
き
に
は
社

殿
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
す
。
当
日
参
加

の
方
は
お
早
め
に
受
付
を
お

済
ま
せ
下
さ
い
ま
せ
。

　

そ
の
答
え
は
出
雲
神
話

（
備
後
国
風
土
記
）
に
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
を
倒
し
た
素
盞
鳴

尊
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）

が
、
旅
を
し
て
い
る
途
中
、

蘇
民
将
来(

ソ
ミ
ン
シ
ョ
ウ

ラ
イ)

、
巨
旦
将
来 (

コ
タ

ン
シ
ョ
ウ
ラ
イ)

と
い
う
兄

弟
に
宿
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

弟
の
巨
旦
将
来
は
裕
福
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
宿
泊

を
拒
ん
だ
の
に
対
し
、
兄
の

蘇
民
将
来
は
貧
し
い
な
が
ら

も
喜
ん
で
厚
く
饗
し
ま
し

た
。
そ
の
数
年
後
、
再
び
蘇

民
将
来
の
も
と
を
訪
ね
た
素

盞
鳴
尊
は
「
も
し
悪
い
病
気

が
流
行
る
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
は
、
茅
で
輪
を
作
り
腰
に

つ
け
れ
ば
病
気
に
か
か
ら
な

い
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
疫
病
が
流
行
し
た
と

き
に
巨
旦
将
来
の
家
族
は
病

に
倒
れ
ま
し
た
が
、
将
来
の

家
族
は
茅
の
輪
で
助
か
っ
た

と
い
う
の
で
す
。
こ
の
言
い

伝
え
か
ら
「
蘇
民
将
来
」
と

書
い
た
紙
を
門
に
貼
る
と
い

う
信
仰
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

茅
の
輪
も
当
初
は
伝
説
の
と

お
り
小
さ
な
も
の
を
腰
に
付

け
る
と
い
う
も
の
で
し
た

が
、江
戸
時
代
初
期
に
な
り
、

大
き
な
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て

罪
や
災
い
と
取
り
除
く
と
い

う
蘇
民
神
事
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

人
形
（
ひ
と
が
た
）
と
は

古
く
よ
り
禊
や
祓
を
す
る
時

に
人
間
の
身
代
わ
り
と
し
て

用
い
て
き
ま
し
た
。撫
物（
な

で
も
の
）
と
も
い
い
厄
を
移

し
た
後
、
川
な
ど
に
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

当
分
祠
で
は
夏
冬
の
大
祓

の
際
に
、人
形（
ひ
と
が
た
）・

車
形
（
く
る
ま
が
た
）
を
形

代
（
か
た
し
ろ
）
に
し
て
自

ら
の
罪
穢
れ
を
移
し
お
祓
い

し
ま
す
。
人
形
の
紙
に
氏
名

を
記
入
し
、
息
を
三
回
吹
き

か
け
、
頭
か
ら
全
身
気
に
な

る
場
所
を
撫
で
こ
す
り
、
悪

い
気
を
取
り
移
し
て
お
祓
い

し
ま
す
。
ま
た
、
車
形
に
氏

名
・
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
人

形
同
様
に
愛
用
し
て
お
り
ま

す
乗
用
車
、
二
輪
、
バ
イ
ク

な
ど
の
四
方
を
撫
で
こ
す
っ

て
罪
穢
れ
を
お
祓
い
し
、
当

分
祠
に
お
納
め
下
さ
い
。
大

祓
神
事
の
際
、
身
代
わ
り
と

し
て
お
清
め
し
た
後
、
忌
火

を
も
っ
て
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。

（
人
形
・
車
形
は
授
与
所
に

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

※ 

夏
越
の
大
祓
の
締
め
切
り

　
七
月
末
日
迄

　

七
五
三
の
お
祝
い
と
は
、子

供
た
ち
に
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
お
祈
り
し
三
歳
、五
歳
、

七
歳
と
成
長
す
る
様
を
お
祝

い
す
る
儀
式
で
す
。

　

七
五
三
に
は
三
歳
の
男
女

の「
髪
置
き
」、五
歳
男
子
の

「
袴
着（
は
か
ま
ぎ
）」、七

歳
女
子
の「
帯
解
き
」の
お

祝
い
で
、三
歳
・五
歳
・七
歳
の

三
つ
の
祝
い
事
を
ま
と
め
て

「
七
五
三
」と
呼
び
ま
す
。

◆
御
祈
願
料

一万
円・七
千
円・五
千
円

お
子
様
の
授
与
品
と
し
て
福

袋（
お
も
ち
ゃ
入
り
）・
御
守
・

千
歳
飴
を
授
与
。一万
円
以
上

「
神
話
紙
芝
居
」授
与
。

◆
祈
祷
受
付
時
間　

八
時
四
十
分
～
十
六
時
三
十

分（
事
前
の
予
約
は
不
要
）

◆
耳
寄
り
情
報

十
月
よ
り
境
内
に
期
間
限
定
で

《
七
五
三
限
定
記
念
写
真
ス

ポ
ッ
ト
》を
設
営
し
ま
す
。（
無

料
）

※
出
雲
記
念
館
に
て
会
食・着

付
け・記
念
写
真
を
ご
用
意
で

き
ま
す
。【
要
予
約
】

※
土
日
祝
日
は
九
時
・
九
時

半・十
時
～
十
六
時
半
と
三
十

分
毎
を
目
安
に
御
祈
願
を
斎

行
し
ま
す
。ご
家
族
様
お
揃
い

の
上
受
付
を
お
済
ま
せ
下
さ

い
。

※
平
日
は
随
時
お
申
込
み
の

順
に
て
斎
行
し
ま
す
。十
～

三
十
分
程
度
の
待
ち
時
間
に

な
り
ま
す
。

※
混
雑
時
は
上
記
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。ま
た
時
間
ご
と
に
最

大
二
十
四
組
ご
一
緒
に
社
殿
で

御
祈
祷
を
斎
行
し
ま
す
。

※
お
付
添
い
の
ご
家
族・お
じ

い
ち
ゃ
ん・お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ご

一
緒
に
昇
殿
す
る
事
が
出
来

ま
す
が
、七
五
三
詣
は
お
祝
い

の
お
子
様
が
代
表
で
す
の
で

保
護
者
様
一
名
お
付
添
い
の
上

前
方
の
お
席
に
ご
案
内
し
、そ

の
他
の
ご
家
族
様
は
後
席
に

ご
案
内
し
ま
す
。土
日
の
混
雑

時
は
御
付
添
い
の
方
の
お
席
が

足
り
な
い
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
容
赦
下
さ
い
。

・七
五
三（
帯
直
し
）は
暦
の
上

で
は
通
常
十
一
月
十
五
日
と
い

わ
れ
ま
す
が
、九
月
下
旬
か
ら

十
二
月
中
旬
ま
で
の
期
間
で

来
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
。

　

御
都
合
の
よ
い
時
期
に
お

越
し
下
さ
い
。t

そ
れ
以
外
の

時
期
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
ご
来
社
さ
れ
る
場
合
】

当
日
ご
参
列
の
方
は
人
形
（
ひ

と
が
た
）・
車
形
（
く
る
ま
が

た
）
を
ご
準
備
の
上
、
玉
串
料

（
三
千
円
）
を
添
え
て
授
与
所
・

受
付
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。（
予

約
不
要
・
当
日
参
加
可
）
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
二
十
分
前
に

は
お
越
し
下
さ
い
。

【
当
日
不
参
加
の
方
】

当
日
ご
参
加
で
き
な
い
方
は
事

前
に
お
預
か
り
致
し
ま
す
。
人

形
・
車
形
・
玉
串
料
を
封
筒
に

入
れ
て
ご
持
参
下
さ
い
。

【
郵
送
さ
れ
る
場
合
】

ご
参
列
の
叶
わ
な
い
方
は
郵
便

振
込
に
て
玉
串
料
の
三
千
円
を

ご
送
金
下
さ
い
。
後
日
、
記
念

の
縁
起
物
を
発
送
致
し
ま
す
。

七
五
三
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